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2７ 
能
で
は
太
刀
や
弓
矢
な
ど
数
種
の
武
具
の
作
り
物
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
も
っ
と
も
観
客
の
目
を
惹
く
も
の
は
長
刀
で
あ
ろ
う
。
こ
の
武
具
は
太
刀
よ
り
も
柄
が
長
い
た
め
、
演
技
が
派
手
に
見
え
、
演
者
の
力
量
い
か
ん
で
は
大
き
な
視
覚
的
効
果
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
（注１）
長刀は合戦を描いた切合能でたびたび使用されるが、「長刀を用いる能」と一一一一口えば、〈船弁慶〉〈碇潜〉〈橋弁慶〉〈熊坂〉
〈巴〉〈鉢木ｘ鞍馬天狗〉が代表的である。これらの曲を概観すると、〈船弁慶〉などのように長刀捌きが大きな見所に
なっている曲もあれば、〈鉢木〉〈鞍馬天狗〉のように特に必要と思えない曲もあるが、長刀の重要性にかかわらず、ほ
と
ん
ど
の
曲
に
共
通
す
る
「
違
和
感
」
が
存
在
す
る
。
前
掲
の
曲
は
成
立
当
初
か
ら
長
刀
を
用
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
在
こ
れ
ら
を
観
た
と
き
、
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
不
自
然
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
各
曲
で
長
刀
を
扱
う
「
人
物
」
に
注
目
し
て
み
る
と
問
題
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
す
な
わ
ち
、
能の中では本来長刀と密接な関係にない人物が長刀を持つことが多いのである。〈橋弁慶〉の弁慶のように長刀が象徴
能
に
お
け
る
長
刀
の
「
風
流
性
」
ｌ
長
刀
と
多
武
峰
様
具
足
能
と
の
関
係
を
基
点
に
Ｉ
は
じ
め
に
伊
海
孝
充
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（注２）
となっている人物ｊＤいるが、ほかは長刀とは縁の薄い人物ばかｈソである。これらの人物がなぜ長刀を持つかという問
朋
題
に
は
、
様
々
な
要
因
が
あ
ろ
う
が
、
そ
の
理
由
を
考
え
て
い
く
こ
と
は
、
能
に
お
け
る
こ
の
小
道
具
の
意
義
を
究
明
す
る
こ
と
に
繋
が
本稿では、この問題を考えるにあたり、〈鉢木ｘ鞍馬天狗〉のようにシテの働事と結びつかない長刀について考えて
いきたい。能における長刀の意義を考えるなら、これをより効果的に用いている〈船弁慶〉などを考察すべきだろうが、
内
容
・
構
成
か
ら
み
る
と
特
に
長
刀
を
必
要
と
し
な
い
曲
に
こ
そ
、
こ
の
小
道
具
の
本
来
の
意
義
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こでまず、現在番外曲となっている〈小林〉を中心に検討する。この曲のシテも長刀を持つが、一見するとそれほど重
要な意義があるように思えない。〈小林〉は後述するように、修羅能の歴史を考える上で重要な曲であるが、長刀の意
味を考える上でも追究すべき問題を内包している。この〈小林〉における長刀の意味を検討した上、これがどのような
効果を生む小道具であるかを〈鉢木〉〈鞍馬天狗〉と照らし合わせて考察し、さらにそこから演技と詞章の関係について
題には、鐸
る
だ
ろ
う
。
梗概を示しておく。
の
一
視
点
を
示
し
て
み
た
い
。
能〈小林〉は足利義満と山名氏情・満幸が衝突した明徳の乱を素材とした曲である。現在は番外曲になっているので、
山
名
氏
清
縁
の
丹
波
の
僧
（
ワ
キ
）
が
石
清
水
八
幡
宮
に
参
拝
す
る
。
男
山
の
所
の
者
（
ア
イ
）
に
案
内
さ
れ
た
瞥
女
（
シ
と
に
謡
の
所
望
を
す
る
。
瞥
女
が
山
名
氏
清
の
乱
の
経
緯
を
ハ
ャ
フ
シ
で
謡
う
と
、
見
慣
れ
ぬ
宮
シ
子
（
前
シ
テ
）
が
現
れ
、
氏
清
の
乱
に
つ
い
て
謡
う
こ
と
を
禁
じ
る
。
僧
が
名
将
の
謡
を
作
る
こ
と
は
慣
習
で
あ
る
こ
と
を
説
く
と
、
逆
に
八
幡
神
前
で
小
林
上
野
守
が
氏
清
に
諌
〈小林〉の問題点
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言
し
た
話
を
詳
し
く
聴
か
せ
る
。
そ
の
後
梓
巫
女
が
登
場
し
、
小
林
の
霊
（
後
シ
テ
）
を
呼
び
寄
せ
る
。
小
林
の
霊
は
内
野
の
合
戦
の
様
を
語
り
、
弔
い
を
求
め
消
え
る
。
即この〈小林〉は「春日若宮拝殿方諸日記」宝徳四年（一四五二）の条に見える「奥州氏清」が初出で、永正期の演出を伝
繼えるとされる『舞芸六輪」にも記載されており、室町時代には演じられていたことは確実である。しかし他の資料類
離には見られず、現在まで番外曲となっている。このように能の歴史を通して、主要な演目であったとはいえない〈小
の肚林〉であるが、能楽研究の場では注目を集めてきた。
＃
 
服く小林〉は修羅能に準ずる内容でありながら世阿弥が確立したそれとは構成が異なるという特殊さゆえ、能作史を考
繊える上で重要な問題があると推測されており、先行研究も多い。具体的に挙げると、天野文雄氏「能と仏教ｌ修羅を
鍬めぐって」（国文学解釈と鑑賞』一九八一一一年一一一月・以下天野氏稿①）、同氏「古作の鬼能〈小林》成立の背景ｌ足利義
と即満の明徳の乱処理策との関連をめぐって」（「鬼と芸能１束アジア演劇形成』（松岡心平氏編、森話社、一一○○○年）、後
一「世阿弥のいた場所」（ペリかん社、一一○○七年）所収。以下天野氏稿②）、小林健一一氏「謡曲「小林」考」（『国文学研究資料
ｊ
 
鮒館紀要」（’○号、一九八四年）、後『中世劇文学の研究ｌ能と幸若舞曲ｌ』（一一一弥井書店一一○○一年）所収・以下小林氏稿）、
Ⅷ岩崎雅彦氏「能と甲冑」（「芸能文化史」｜｜号、一九九一年・以下岩崎氏稿）、村田勇司氏「能「小林」の周辺」（「学芸
の即国語国文学」一一五号一九九三年、以下村田氏稿）、竹本幹夫氏「風体形成試論」（「能・研究と評論」一三号、一九八五年）、
焔後「観阿弥・世阿弥時代の能楽』（明治書院一九九九年）所収。以下竹本氏稿①）、同氏「能作者宮増の作品と作風（上）」
燭（「能楽研究』一一六号、一一○○一一年・以下竹本氏稿②）などである。これら論考で一一一一口及されていることは必ずしも一様では
能
な
い
が
、
以
下
の
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
の
解
釈
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
９
 
２
 
－
つ
は
、
本
曲
が
「
鬼
能
」
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
義
氏
が
く
う
川
了
俊
著
『
落
書
露
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3０ 
きても、師直うたれて二一一一年後にて侍りしやらん、祇園の勧進田楽侍りしには、四頭八足の鬼と云ふ能をせしに
…（水上甲子三氏「中世歌論と連歌』（全通企画出版、一九七二年）所収）
と
い
う
記
事
の
「
四
頭
八
足
の
鬼
と
云
ふ
能
」
が
『
風
姿
花
伝
』
第
二
物
学
条
々
の
「
修
羅
」
に
相
当
す
る
と
推
定
さ
れ
た
こ
と
（
「
世
阿
弥における能の形成ｌ修羅と軍躰を中心としてｌ」（『国語国文』’九五五年年五月ごと関わってくる。すなわち、「鬼」の
風体でもあり、修羅能の古い形（「古修羅」）とも想定される「四頭八足の鬼」と〈小林〉との関係性が、天野氏稿①②．
小林氏稿で指摘されており、その類似性が本曲を古作と考える根拠となっている。それに対して竹本氏稿①では、
『
落
書
露
顕
」
の
「
師
直
う
た
れ
て
二
三
年
後
に
て
侍
り
し
や
ら
ん
」
は
「
四
頭
八
足
の
鬼
と
云
ふ
能
」
に
か
か
る
文
で
は
な
く
、
こ
れ
を
高
師
直
の
怨
霊
と
み
る
こ
と
は
無
理
だ
と
し
、
そ
も
そ
も
物
学
条
々
か
ら
「
古
修
羅
」
を
想
定
す
る
こ
と
白
体
を
否
定
し
て
い
る
。
『落書露顕」の解釈から考えて、竹本氏の言説に説得力があるといえるが、〈小林〉を「鬼能」とする根拠はこれだけ
で
は
な
い
。
『
舞
芸
六
輪
』
に
お
い
て
、
こ
の
曲
が
「
鬼
之
能
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
〈
小
林
〉
Ⅱ
古
修
羅
説
の
重
要
な
拠
り
所
顕
」
に
見
え
る
『舞芸六輪』の〈小林〉の記事は次のようになっている。
「
小
林
、
し
て
ハ
、
ま
ヘ
ハ
風
折
ゑ
ほ
し
、
大
く
ち
に
か
り
き
い
、
後
ハ
半
切
・
は
つ
ひ
・
小
袖
そ
て
な
し
、
か
ふ
と
を
着
る
、
長刀を持…（法政大学鴻山文庫蔵金春宗家旧蔵本に読点などを補う）
小
林
氏
稿
で
は
、
兜
は
実
物
を
用
い
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
本
物
の
鎧
も
付
け
た
と
想
定
さ
れ
、
鬼
面
を
つ
け
て
演
じ
ら
れ
る
高
知
県
室
戸市吉良川八幡宮の御田祭の田楽の「小林」との共通性が指摘されている。これに対して岩崎氏稿では「かふと」は
小
道
具
で
あ
り
、
「
法
被
・
半
切
．
ま
た
は
袖
な
し
・
半
切
」
が
鎧
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
兜
を
付
け
る
の
は
鬼
で
あ
る
こ
と
な
っ
て
い
る
。
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長刀と多武峰様具足能との関係を基点に３１能における長刀の「風流性」
とを強調するためとされている。両氏の意見は「鎧」の使用について差異があるものの、「兜」を「鬼」と結びつけ
て
考
え
て
い
る
点
で
は
同
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
〈小林〉が「鬼能」と考えられていたことは、もう一つの問題点である成立年代・背景と深くかかわってくる。成立
背景について、天野氏稿②は本曲の成立が明徳の乱（明徳二年（一三九一））における足利義満の戦後処理政策と密接な
関
係
が
あ
っ
た
と
し
、
作
者
を
幕
府
御
用
役
者
と
想
定
し
、
村
田
氏
稿
で
は
小
林
自
身
が
『
明
徳
記
』
の
作
者
圏
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
、
小
林
伝
承
の
管
理
者
を
堺
の
小
林
寺
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
天
野
氏
稿
①
・
小
林
氏
稿
を
含
め
、
世
阿
弥
が
修
羅
能
の
型
を
確
立
す
る
以
前
の
古
作
の
能
と
考
え
て
い
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
竹
本
氏
稿
②
は
、
世
阿
弥
の
修
羅
能
完
成
後
の
作
品
で
あ
り
、
実
馬
実
甲
冑
の
多
武
峰
様
で
演
じ
ら
れ
た
可
能
性
の
あ
る
大
和
猿
楽
系
の
曲
で
あ
る
と
し
、
作
者
を
宮
増
と
想
定
し
て
い
る
。
世
阿
弥
の
修
羅
能
と
異
な
る
特
徴
を
、
古
い
修
羅
能
の
面
影
と
み
る
か
、
世
阿
弥
と
は
別
系
統
の
曲
と
み
る
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
竹本氏の指摘するように、戦後間もない舞台設定は〈朝長〉などにもあるので、本曲が明徳の乱直後の成立である根拠
とはならないが、当時の為政者である足利氏が関わった戦を典拠としている点に注意したい。『明徳記』は後代版本
に
も
な
っ
て
お
り
、
広
く
享
受
さ
れ
て
い
く
が
、
室
町
中
期
頃
ま
で
は
小
林
氏
稿
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
応
永
年
間
に
起
こ
っ
た
小
山
氏
の
乱
を
素
材
と
す
る
〈
安
犬
》
な
ど
と
同
様
、
際
物
的
な
内
容
」
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
〈小林〉を世阿弥が修羅能を確立した以前の古能と考える根拠は、小林の霊が僧の弔いではなく梓巫女に導かれるこ
とで出現するという展開や、本来護法型であったとも推測されていること（小林氏稿）にもあるだろうが、やはり小林
の
霊
が
世
阿
弥
の
作
り
出
し
た
修
羅
と
は
異
な
る
風
体
、
す
な
わ
ち
「
鬼
」
と
も
呼
び
得
る
風
体
と
な
っ
て
い
る
点
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
シ
テ
の
風
体
・
出
立
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
、
〈
小
林
〉
の
成
立
背
景
を
探
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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3２ 
刀、くきながにとりのべ、鐙ふんばり鞍かさにつったちあがって、大をんあげてぞ名乗ける、上シテ、仰是は、
小林のかんづけのかみ…（淵田虎頼等節付本に濁点・読点を補う）
こ
の
よ
う
に
詞
章
で
長
刀
を
持
っ
て
登
場
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
舞
芸
六
輪
』
の
演
出
は
一
回
性
の
も
の
で
は
な
く
、
成立当初から存在した構想だったはずである。〈船弁慶〉を踏まえて考えると、これを持つことで「鬼」の性格を強調
さ
せ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
長
刀
は
武
具
の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
武
将
・
小
林
上
野
守
の
霊
が
こ
れ
を
持
っ
て
出
現
し
て
も
不
自
然
さ
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
を
自
然
な
人
物
造
型
と
受
け
と
め
る
た
め
に
は
、
小
林
上
野
守
が
長
刀
と
縁
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
修羅能の後シテは梨打烏帽子などを身につけることが多いので、作り物であったとしても兜をつけるという点は、
〈小林〉のシテの性格を考える上での大きな特徴だといえる。だが前掲の『舞芸六輪」に注目すると、兜だけでなく
〈小林〉には他の修羅能とは異なる点がもう一つある。それはシテが長刀を持つということである。
〈小林〉の小林の霊が登場する場面に注目すると、その姿は次のように描写されている。
上
シ
テ
、
よ
り
人
は
今
ぞ
よ
り
く
る
、
長
は
ま
の
芦
毛
の
駒
に
手
づ
な
ゆ
り
か
け
、
下
同
手
づ
な
ゆ
り
か
け
、
ノ
ー
、
く
る
糸
の
そこで問題となるのは、能〈小林〉が何を典拠としているかという点である。天野文雄氏は石清水八幡宮社頭におい
て宮シ子に語られていた語り物を典拠としているという説を出したが（「能における語り物の摂取ｌ直接体験者の語りを
めぐってｌ」（「芸能史研究」六六号、一九七九年。但し天野氏稿②でこの説を自身で否定している。）、これに対して小林氏
て
も
不
自
然
さ
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
を
自
塗
た
と
い
う
こ
と
が
条
件
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
よ
る
ひ
に
、
ノ
ー
、
お
な
じ
け
の
か
ぶ
と
の
緒
を
し
め
、
と
の
－
ち
ゃ
う
の
く
れ
な
ゐ
の
ほ
ろ
か
け
、
三
じ
ゃ
く
八
寸
の
重
代
の
長
こく小林〉のシテの風体
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長刀と多武峰様具足能との関係を基点に３３能における長刀の「風流性」
だ
と
思
わ
れ
る
。
稿
で
は
「
明
徳
記
」
を
本
説
と
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
山
名
氏
情
が
陰
陽
師
に
占
わ
せ
た
合
戦
の
日
時
な
ど
が
表
現
レ
ベ
ル
で
も
類
似
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
基
本
的
に
は
こ
れ
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
小
林
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
実
在
が
確
認
で
き
な
い
語
り
物
を
本
説
と
し
て
想
定
す
る
よ
り
は
、
『
明
徳
記
」
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
の
ほ
う
が
自
然
こ
の
「
明
徳
記
」
で
は
小
林
上
野
守
を
次
の
よ
う
に
描
出
し
て
い
る
。
小
林
ノ
上
野
守
此
有
様
ヲ
見
テ
。
切
落
サ
レ
テ
ハ
叶
ハ
ジ
ト
ャ
思
ケ
ン
。
大
内
ノ
権
大
夫
ヲ
弓
手
ニ
相
付
テ
。
鎧
ヲ
越
テ
下
立
テ
。
二
尺
八
寸
ノ
太
刀
ノ
ッ
バ
モ
ト
マ
デ
血
二
染
タ
リ
ケ
ル
ヲ
真
手
二
以
テ
。
義
弘
二
打
ゾ
カ
、
リ
ケ
ル
。
時
二
義
弘
。
敵
ハ
小
太
刀
ト
見
タ
リ
シ
カ
バ
。
手
本
へ
近
付
ケ
勝
負
ヲ
決
セ
ン
ト
思
ケ
レ
バ
。
長
刀
ヲ
茎
短
二
引
ソ
バ
メ
テ
ュ
リ
カ
ザ
シ
テ
ゾ
侍
タ
リ
ケ
ル
。
（「群書類従』第二十輯合戦部第三神宮文庫本の翻刻）による）
この場面は大内義弘との一騎討ちの場面であり、前掲の能〈小林〉のシテのように、詳細に出立を記述した箇所がない
の
で
比
較
し
に
く
い
が
、
少
な
く
と
も
小
林
が
長
刀
を
持
っ
て
合
戦
に
臨
ん
で
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
本
文
だ
け
を
見
る
と
「
二
尺
八
寸の太刀」を武器としているのである。〈小林〉のシテの姿に近いのは小林上野守ではなく、むしろ彼と最後に一戦を
交
え
る
大
内
義
弘
の
ほ
う
な
の
で
あ
る
。
義
弘
ガ
其
日
ノ
装
束
ニ
ハ
。
練
貫
ヲ
カ
チ
ン
ニ
染
テ
威
夕
ル
鎧
二
同
毛
ノ
五
枚
甲
ノ
緒
ヲ
シ
メ
テ
、
二
尺
八
寸
ノ
太
刀
ヲ
帯
キ
。
青
地
ノ
錦
ノ
母
衣
ヲ
カ
ケ
。
三
尺
一
寸
ノ
荒
身
ノ
長
刀
ヲ
引
ソ
バ
メ
テ
近
付
ク
敵
ヲ
待
懸
タ
リ
。
〈小林〉のシテの描写とは細部は異なるが、鎧と同じ毛の甲の緒をしめ、母衣をかけ、そして長刀を持つ点が一致して
いる。〈小林〉の長刀は「三尺八寸」であり、『明徳記」の大内のものが「一一一尺一寸」となっており、一致していない
が、『明徳記」の初稿本系統の一つである京都国立博物館寄託阿刀家本では「三尺八寸」となっており（『明徳記ｌ校本
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と基礎的研究』和田英道氏、笠間書院、一九九○年）、より〈小林〉に近いテキストも現存している。もっともこうした装
束
描
写
は
他
の
軍
記
物
語
の
中
に
も
散
見
で
き
る
も
の
な
の
で
、
小
林
上
野
守
に
大
内
義
弘
の
姿
を
投
影
し
た
と
考
え
る
必
要
も
な
い
か
もしれないが、小林氏が述べるように〈小林〉が基本的には『明徳記」を典拠としているのであれば、シテの造型にお
いて敵役大内義弘を参考にした可能性は十分にあると思われる。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
シ
テ
の
造
型
に
お
い
て
大
内
義
弘
の
姿
の
投
影
が
あ
っ
た
か
否
か
よ
り
も
、
本
説
と
考
え
ら
れ
る
『
明
徳
記
』
か
ら
離
れ
て
、
シ
テ
の
出
立
描
写
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
他
の
修
羅
能
と
比
較
す
る
こ
と
でより明確になる（各曲とも日本古典文学大系「謡曲集と（岩波書店、’九六○年）からの引用）。
…（［上ゲ歌］）
暗
か
ら
ぬ
夜
の
錦
の
直
垂
に
、
夜
の
錦
の
直
垂
に
、
萌
葱
匂
ひ
の
鎧
着
て
、
金
作
り
の
太
刀
刀
、
今
の
身
に
て
は
そ
れ
と
て
も
、
不
思
議
や
な
法
体
の
身
に
て
甲
冑
を
帯
し
、
お
ん
経
読
め
と
承
る
は
、
い
か
さ
ま
聞
き
つ
る
源
三
位
の
、
そ
の
幽
霊
に
て
ま
し
ま
す
〈通盛〉七段
不
思
議
や
な
白
み
あ
ひ
た
る
池
の
面
に
、
幽
か
に
浮
か
み
寄
る
者
を
、
見
れ
ば
あ
り
つ
る
翁
な
る
が
、
甲
冑
を
帯
す
る
不
思
議
さ
よ
か角掛ケ合］）
〈実盛〉八段
〈頼政〉八段
いま一人甲冑を帯し、兵具いみじく見え給ふは、いかなる人にてましますぞ合掛ヶ合］）
（中略）
昌掛ケ合］）
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夢
幻
能
形
式
の
曲
の
後
シ
テ
登
場
の
場
面
で
は
、
ワ
キ
か
シ
テ
自
身
が
霊
体
の
登
場
を
示
唆
す
る
こ
と
が
多
い
。
修
羅
能
で
は
そ
の
中
で
後
シ
テ
の
容
姿
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
「
甲
冑
を
帯
し
」
程
度
の
記
述
で
あ
り
、
そ
の
表
現
に
力
点
は
置
か
れ
鮴ていない。その中で、〈実盛〉は八段［上ゲ歌］の中で「錦の太刀」「金作りの太刀」などのように、他曲に比べて丁
概寧な甲冑描写をしており、〈小林〉でのシテの描写と類似しているように見えるが、やはりこれまで問題にしている
鰍兜・長刀の描写はない・兜・長刀は、他の修羅能には見られない描写なので、〈小林〉にこうした詞章が織り込まれて
のとい
る
こ
と
に
は
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
と
も
考
雪
え
ら
れ
る
。
能肌さらに、霊体である小林上野守がわざわざ馬に乗って登場することも、かなり特異な描写だといまえるだろう。小林
鮒という人物は、長刀同様、馬と縁があったわけではない。またここは実際の合戦を描いたわけではなく、あくまでも
鍬霊体の小林が登場したことを告げるだけの場面なので馬の描写を入れる必要は全くない。
と刀
こ
う
し
た
独
自
性
は
、
〈
小
林
〉
と
他
の
修
羅
能
と
の
乖
離
を
示
す
も
の
と
し
、
こ
の
曲
を
一
種
の
「
鬼
能
」
と
位
置
づ
け
る
た
め
の
根
長一拠とされるかもしれない。しかし、「鬼」の登場を一不すのに騎乗の姿を描くことが効果的だとは思えない。また、武
ｊ
 
鮒将を「鬼」の姿として描く〈船弁慶〉でも特に兜の描写をしているわけではない。｝）の〈小林〉の特色を、世阿弥が修羅
Ⅷ能を確立する以前の現象と位置づけるのではなく、この曲自体の構想と結びつけて、さらに検討することが必要なは
３５能における長刀の「風流性
〈
小
林
〉
の
シ
テ
登
場
の
詞
章
に
は
、
兜
の
ほ
か
に
長
刀
と
馬
の
描
写
に
特
色
が
あ
っ
た
。
こ
の
二
点
を
踏
ま
え
る
と
、
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
竹
本
氏
稿
で
も
指
摘
の
あ
る
実
馬
実
甲
冑
の
多
武
峰
様
で
演
じ
ら
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
〈
小
林
〉
は
－
ま
ずである。三多
武
峰
様
具
足
能
の
特
色
と
〈
小
林
〉
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3６ 
ず
置
い
て
お
き
、
多
武
峰
様
具
足
能
と
こ
の
演
出
で
演
じ
ら
れ
た
曲
の
詞
章
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
多
武
峰
維
摩
八
講
会
に
付
随
す
る
八
講
猿
楽
は
、
大
和
猿
楽
の
四
座
に
は
出
勤
の
義
務
が
あ
っ
た
大
切
な
行
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
猿
楽
の
実
態
に
つ
い
て
は
表
章
氏
が
詳
細
に
考
察
し
、
四
座
の
立
合
、
新
作
の
競
演
、
実
馬
実
甲
冑
の
具
足
能
と
い
う
特
殊
な
演
能
形
式
の
実
態やその変遷を明らかにしている（「多武峰の猿楽」「能楽研究』（創刊号、一九七四年）、後『大和猿楽参究』（岩波書店、二
○
○
五
年
）
所
収
）
。
こ
の
多
武
峰
猿
楽
の
演
能
形
式
の
一
端
は
多
武
峰
に
限
ら
ず
、
奈
良
・
京
都
で
の
演
能
で
も
見
ら
れ
、
「
多
武
峰
様
能
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
具
足
能
が
演
じ
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
数
例
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
正
長
二
年
（一四一一九）五月三日に室町御所笠懸馬場でも行われているが、「満済准后日記』は当日の様子を「乗馬甲冑等悉用実
馬
実
甲
冑
了
。
驚
耳
目
了
。
」
と
記
し
て
い
る
。
この多武峰様具足能の甲冑については、天野文雄氏「能と具足」（川口久雄氏編「古典の変容と新生」一九八四年）や
岩
崎
氏
稿
な
ど
で
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
「
馬
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
唯
一
、
表
氏
が
次
の
観
世
宗
家
蔵
「
観
世
与
左
衛
門
国
広
伝
書
』
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
（
前
掲
論
文
）
。
「
多
武
峰
な
ど
に
て
、
能
に
馬
に
乗
事
有
。
太
鼓
な
ど
に
馬
驚
く
に
ハ
い
か
ず
打
つ
べ
き
ぞ
や
。
一
、
観
阿
、
京
に
て
打
れ
候
ハ
、
馬
も
く
る
ハ
ず
候
・
畠
山
殿
の
御
厩
に
て
う
た
れ
候
時
、
十
二
間
の
御
馬
屋
の
馬
共
し
づ
ま
る
由
申
さ
れ
候
。
今
春
弥
次
郎
打
候
ヘ
バ
御
馬
共
く
る
ひ
候
を
、
能
過
て
不
審
申
候
へ
（
、
其
時
し
ゆ
の
音
の
事
を
相
伝
候
て
候
。
然
（
、
し
ゆ
の
音
に
て
打
候
て
可
然
侯
。
（
表
氏
論
文
か
ら
の
引
用
）
表
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
資
料
か
ら
動
物
を
能
に
用
い
る
た
め
、
演
能
時
に
特
別
な
注
意
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
特
殊
な
配
慮
が
必
要
だ
っ
た
の
は
演
能
の
時
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
具
足
能
の
た
め
に
作
能
さ
れ
た
曲
が
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
当
然
詞
章
の
中
に
も
通
常
の
能
に
は
な
い
作
意
が
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
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長刀と多武峰様具足能との関係を基点に３７能における長刀の「風流`性」
演
出
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
演
能
で
の
他
の
》
だ
が
、
こ
の
演
能
で
の
他
の
演
目
は
す
べ
て
馬
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
ク
マ
ン
ギ
リ
〉
は
謡
本
が
現
存
す
る
〈
熊
手
判
官
〉
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
教
経
の
弓
に
倒
れ
る
佐
藤
継
信
を
、
『
平
家
物
語
』
と
同
じ
よ
う
に
馬
か
ら
落
下
す
る
姿
と
し
て
描いており、八島の合戦を馬の描写に注目しながら構成している。また〈梶原二度ノカケ〉も現在〈二度掛〉の曲名で残
る
謡
本
の
詞
章
の
中
か
ら
「
い
つ
し
か
勇
む
春
駒
の
」
な
ど
、
馬
に
関
わ
る
文
句
が
散
見
で
き
る
が
、
前
掲
し
た
正
長
二
年
の
室
町
御
所
笠
懸
馬
場
で
の
四
座
立
合
い
で
、
観
世
が
演
じ
た
三
谷
先
陣
」
と
同
一
曲
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
曲
が
実
馬
で
演
じ
ら
れ
た
こ
と
が
確
実
視
き
れ
る
。
こ
の
曲
名
だ
け
で
も
有
名
な
一
ノ
谷
の
合
戦
を
描
い
た
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
多
武
峰
様
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
馬
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
が
、
正
長
二
年
の
演
能
を
詳
細
に
記
録
す
る
京
都
大
学
図書館蔵『建内記」には、義経を十郎（元雅）、梶原を三郎（音阿弥）が演じたことを記した下に、「乗馬出舞台」とある
ので（「能楽源流考』能勢朝次氏、岩波書店、’九三八年）参照）、馬が用いられたことは確実である。
そして前掲の演能で観世（十郎）が演じたく鶴次郎〉も、以下の詞章から判断すると実馬で演じられた蓋然性が高い。
多
武
峰
様
具
足
能
が
す
べ
て
馬
を
用
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
南
都
一
乗
院
で
の
四
座
立
合
の
多
武
峰様猿楽で、宝生が〈打入曽我〉、金剛が〈クマンギリ〉、金春が〈梶原二度ノヵヶ〉、観世が〈鶴次郎〉を具足能で演じた
と考えられている。そのうち、〈夜討曽我〉のことだと思われる〈打入曽我〉は、闇夜の中での戦闘なので、馬が出ない
、
鶴
か
岡
の
卜
本番外謡による）
笠
に
廿
四
さ
い
た
る
染
羽
の
矢
負
子
、
重
藤
の
弓
真
中
握
り
子
、
鶴
次
郎
が
出
立
に
は
上
同
山
風
に
竹
笠
吹
せ
て
そ
ろ
り
ノ
ー
と
か
け
る
粧
ひ
子
な
か
ら
も
勇
な
り
け
り
（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
大
阪
一
頁
叶
（
マ
河
）
の
大
口
に
秋
の
野
摺
た
る
直
垂
の
「
衣
紋
気
高
く
着
な
し
つ
画
シ
テ
、
月
星
組
た
る
竹
シ
テ
、
芦
毛
成
馬
に
打
乗
て
子
、
名
に
た
ぐ
へ
た
る
シ
テ
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当
然
、
そ
の
人
物
が
登
場
す
る
状
況
な
ど
で
描
き
方
に
差
異
が
生
ま
れ
る
が
、
右
の
よ
う
に
簡
略
な
描
写
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で、〈鶴次郎〉の特異性がわかるだろう。この曲において、鶴次郎の出陣の様をこれだけ丁寧に描出しているのは、実
甲
冑
で
演
じ
た
本
曲
に
お
い
て
、
詞
章
の
中
で
も
出
立
の
描
写
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
〈
鶴
次
郎
〉
は
傍
線
部
の
よ
う
に
騎
乗
の
姿
ま
で
詞
章
に
織
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
討
手
が
古
郡
兼
忠
方
を
攻
め
る
場
面
な
の
で
、
本
来
特
に
馬
で
出
陣
す
る
様
を
描
く
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
し
た
描
写
を
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
曲
が
実
馬
で
演
じ
ら
れ
た
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実馬実甲冑で演じられ、そのために新作された可能性もあるく鶴次郎〉の詞章には、その演出が反映されていると思
われる。〈鶴次郎〉のように、登場人物の出立描写が強調されている曲や馬の描写のある曲も、多武峰様で演じられた
可
能
性
が
な
い
か
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
演
能
記
録
な
ど
か
ら
断
定
で
き
る
多
武
峰
様
で
演
じ
ら
れ
た
曲
は
僅
少
で
あ
る
が、他にもこのために作能された現存曲もあるはずだからである。そこで注目すぺきが〈小林〉なのである。
〈小林〉は前述のように、後シテの登場の描写が非常に丁寧であり、他の修羅能や鬼能には見られない馬での登場の
この場面は古郡兼忠（シテ）の子・鶴次郎（子方）が、父の説得を押しのけ、戦場へと出陣するところである。ここでま
ず注意したいのは、波線部のように出陣した鶴次郎の出立を詳細に描写している点である。切合能では、当然登場人
物の出立を描写する曲はあるが、これほど丁寧ではなく、その人物が持つ武具などにごく簡単に触れるだけの場合が
圧倒的に多い。例えば、〈鶴次郎〉と同様に子方の健気さを見所の一つとした〈光季〉では次のようになっている。
差
に
佐
々
木
の
高
重
と
て
黒
革
お
ど
し
の
腹
巻
に
白
柄
の
長
刀
か
い
こ
ん
で
門
よ
り
内
に
さ
し
入
け
れ
ば
寿
王
は
お
も
て
の
縁
に
出
て
い
か
で
高
重
聞
き
給
へ
、
日
比
は
子
に
せ
ん
お
や
に
せ
ん
と
…
（
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
整
版
混
綴
車
屋
謡
本
に
適
宜
濁
点
を補う〉
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長刀と多武峰様具足能との関係を基点に３９能における長刀の「風流性」
様
が
描
出
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
『
舞
芸
六
輪
』
で
「
か
ふ
と
」
を
着
け
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
来
こ
の
曲
が
多
武
峰
様
で
演
じ
ら
れ
た
た
め
と
考
え
れ
ば
合
点
が
い
く
。
さ
ら
に
竹
本
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
室
町
期
の
演
能
記
録
が
大
和
猿
楽
に
よ
る
も
のであることも、この曲が多武峰様で演じられたと考える重要な根拠である（前掲の「春日拝殿方諸日記」享徳元年（’
四五二）の条、薪猿楽御社上りに見える〈奥州氏清〉）。僅か一例の記録ながら、この演能状況を踏まえ考えると、〈小林〉
の
詞
章
面
の
特
異
性
は
多
武
峰
様
で
演
じ
ら
れ
た
と
考
え
る
と
最
も
自
然
に
説
明
が
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
は
、
〈
小
林
〉
の
個
性
は
も
っ
ぱ
ら
兜
だ
け
に
注
目
し
た
議
論
に
な
っ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
「
鬼
能
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
馬
の
描
写
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
「
鬼
能
」
と
し
て
作
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
多
武
峰
様
と
い
う
特
殊
な
演
能
形
式
の
た
め
に
作
ら
れ
た
曲
ゆ
え
の
独
自
性
だ
っ
た
と
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
〈
小
林
〉
の
シ
テ
の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
長
刀
も
、
多
武
峰
様
具
足
能
と
結
び
付
け
て
考
え
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
長
刀
は
小
林
上
野
守
と
い
う
人
物
を
特
徴
づ
け
る
小
道
具
で
は
な
い
。
型
付
な
ど
の
演
出
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
成立当初この曲がどのように演じられていたかは不明であるが、詞章から考えると、〈熊坂〉のように長刀の派手な型
を
見
せ
る
場
面
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
演
出
上
必
要
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
後
シ
テ
に
長
刀
を
持
た
せ
る
こ
と
の
意
図
と
し
て
は
、
兜
と
同
じ
よ
う
に
シ
テ
の
扮
装
の
視
覚
的
効
果
を
高
め
る
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
多
武
峰
様
猿
楽
は
一
種
の
仮
装
で
あ
っ
て
、
通
常
の
演
能
と
は
一
線
を
画
す
（
天
野
氏
「
能
と
具
足
」
、
岩
崎
氏
稿
）
。
派
手
な
所
作
な
ど
を
伴
わ
な
く
と
も
、
扮
装
だ
け
で
十
分
「
風
流
」
の
芸
能
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の
が
、
こ
の
演
能
形
式
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
長
刀
を
用
い
る
こ
と
の
効
果
は
、
こ
う
し
た
多
武
峰
様
具
足
能
の
特
徴
に
則
し
て
考
え
れ
ば
、
明
確
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
〈
小
林
〉
の
後
シ
テ
が
長
刀
を
持
つ
と
い
う
点
が
、
こ
の
曲
が
多
武
峰
様
具
足
能
と
い
う
特
殊
な
演
能
形
態
の
中
で
作
ら
れ
た
と
考
え
る
根
拠
の
一
つ
と
し
て
数
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
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4０ 
従来、〈小林〉が「鬼能」とも考えられていた点から、〈船弁慶〉を重ね合わせて、兜を着けることと長刀を持つこと
は「鬼」の特徴のように捉えられていたように思われる。しかし、〈小林〉は〈船弁慶〉よりも成立が早いと考えられる
の
で
、
シ
テ
が
こ
の
扮
装
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
観
客
が
そ
れ
を
「
鬼
」
と
理
解
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
詞
章
の
中
で
描
か
れ
た
、
馬
に
乗
り
、
兜
を
着
け
、
長
刀
を
持
つ
と
い
う
諸
要
素
は
す
べ
て
多
武
峰
様
具
足
能
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
「
修
羅
能
」
と
考
え
る
の
が
、
も
っ
と
も
自
然
な
推
測
だ
と
思
わ
れ
る
。
長刀を用いる曲の中で古いものに属する〈小林〉で、シテの動的な姿ではなく、扮装自体の風流性を強調するために
こ
れ
を
用
い
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
小
道
具
の
意
義
に
一
つ
の
視
座
を
あ
た
え
て
く
れ
る
。
長
刀
を
用
い
る
現
行
曲
の
ほ
と
ん
ど
が
、
働
事
を
見
所
と
し
て
い
る
の
で
、
と
か
く
長
刀
は
派
手
な
所
作
を
生
む
た
め
の
小
道
具
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
確
か
に
長
刀
捌
き
を
見
せ
る
演
技
は
と
り
わ
け
見
ご
た
え
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
太
刀
を
持
っ
た
り
楓
い
た
り
す
る
よ
り
も
、
「長刀を持つ」ということ白体が視覚的効果に優れている。〈小林〉のように成立が比較的古いと考えられる曲が、後
者
の
意
義
で
長
刀
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
能
に
お
け
る
本
来
の
意
義
は
扮
装
上
の
視
覚
的
効
果
の
強
調
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
推
測
は
、
決
し
て
〈
小
林
〉
の
内
部
だ
け
で
完
結
す
る
問
題
で
は
な
い
の
で
、
他
曲
の
考
察
を
通
し
て
さ
ら
に
掘
り
下
〈船弁慶〉のような派手な所作を見せる演技はないが、長刀が用いられる曲が〈小林〉以外にもある。それがく鉢木〉と
〈鞍馬天狗〉である。本稿冒頭で、能で長刀を持つ人物は本来それと相関性のない者が多いことを述べたが、〈鉢木〉の
佐野常世、〈鞍馬天狗〉の牛若もこの例に該当する。この二曲を個別に検討して、前節で一一一一口及した長刀の「扮装上の視
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
推
測
】
げる必要があるだろう。
四〈鉢木×鞍馬天狗〉の長刀をめぐる試論
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長刀と多武峰様具足能との関係を基点に４１能における長刀の「風流性」
〈鞍馬天狗〉は天狗から兵法の秘伝を受けるという物語であるが、複雑な展開をした「張良一巻書」と密接な関係が
あることが先行研究で指摘されている（大谷節子氏「「張良一巻書」伝授謹考ｌ謡曲「鞍馬天狗」の背景ｌ」『室町藝文論
孜
」
徳
江
元
正
氏
編
、
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
一
年
）
）
。
管
見
に
入
っ
た
限
り
、
話
柄
が
完
全
に
一
致
す
る
話
は
な
い
が
、
牛
若
が
鞍
馬
山
な
ど
で
修
行
し
た
話
は
「
義
経
記
』
巻
第
一
・
古
活
字
版
「
平
治
物
語
」
に
、
天
狗
の
助
け
を
得
る
話
は
舞
曲
「
未
来
記
」
・
御
伽
草
子
「
天
狗
の
内
裏
』
・
古
浄
瑠
璃
「
常
盤
物
語
」
な
ど
に
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
『
義
経
記
』
の
「
四
方
の
草
木
を
ば
平
家
の
一
類
と
名
づ
け
、
大
木
二
本
あ
り
け
る
を
一
本
を
ば
清
盛
と
名
づ
け
、
太
刀
を
抜
き
て
、
散
々
に
切
り
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
剣
術
稽
古
を
す
る
場
面
を
具
備
し
た
作
品
も
あ
る
が
、
牛
若
と
長
刀
と
の
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
鞍
馬
山
兵
法
伝
授
讃
だ
け
で
な
く
、
義
経
の
生
涯
を
覚
的
効
果
」
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。
通
し
て
み
て
も
同
様
で
あ
る
。
『
謡
曲
集
下
』
の
頭
注
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
顕
紋
紗
の
直
垂
」
が
鎧
直
垂
、
「
白
糸
の
腹
巻
」
が
略
式
の
鎧
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
牛
若
の
出
立
が
か
な
り
丹
念
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
後
場
の
中
心
は
張
良
が
兵
法
を
受
け
る
［
語
り
］
と
シ
テ
（
天
狗
）
の
働
キ
に
あ
り
、
牛
若
が
剣
術
稽
古
の
様
子
を
見
せ
る
こ
と
は
な
い
。
す
る
と
、
牛
若
の
出
立
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
牛
若
の
姿
を
所
作
と
は
関
係なく視覚的に際立たせるためだと考えられるのであり、その中で長刀が登場するのである。〈小林〉同様に、この武
それに対して〈鞍馬天狗〉の後場の冒頭では、牛若は次のように描写されている。
［
□
］
き
て
も
沙
那
王
が
出
立
に
は
、
肌
に
は
薄
花
桜
の
単
に
、
顕
紋
紗
の
直
垂
の
、
露
を
結
ん
で
肩
に
掛
け
、
白
糸
の
腹
巻
白
柄
［（クリご例へば天魔
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）
［□］二
の
長
刀
例
へ
ば
天
魔
鬼
神
な
り
と
も
、
さ
こ
そ
嵐
の
山
桜
、
花
や
か
な
り
け
る
出
立
か
な
。
百
本
古
典
文
学
大
系
「
謡
曲
集
下
」
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4２ 
具
の
「
扮
装
上
の
視
覚
的
効
果
」
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
〈
鉢
木
〉
は
典
拠
と
な
っ
た
話
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
時
頼
が
身
を
や
つ
し
諸
国
を
廻
っ
た
「
最
明
寺
時
頼
廻
国
説
話
」
は
、
『
増
鏡」・『太平記』巻第三十五「北野通夜物語事付青砥左衛門事」・『弘長記』・『北条九代記』や能〈藤栄〉〈浦上〉など
が
あ
り
、
疲
弊
し
た
人
物
が
奪
わ
れ
た
所
領
を
安
堵
さ
れ
る
と
い
う
展
開
は
同
一
で
あ
る
。
〈
鉢
木
〉
で
は
所
領
を
奪
わ
れ
た
悲
話
が
次
の
鏡」・『太平記』巻硅
が
あ
り
、
疲
弊
し
た
人
』
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
〈鉢木〉と前掲の最明寺時頼廻国説話を比べてみると、本曲は人情的愁嘆場の表現に独白性が認められる。多くの時
頼
廻
国
説
話
は
零
落
し
た
人
物
の
所
領
が
安
堵
さ
れ
る
と
い
う
の
が
話
の
骨
子
の
た
め
、
人
情
的
表
現
の
中
心
は
こ
の
状
況
へ
の
悲
嘆
に
ある。それに対して〈鉢木〉は主人公である佐野常世が「いざ鎌倉」に応答して鎌倉に上る話が加わっているため、人
情
的
表
現
の
重
心
は
所
領
を
奪
わ
れ
た
こ
と
へ
の
嘆
息
よ
り
も
、
以
下
の
武
士
と
し
て
の
気
概
を
み
せ
る
場
面
に
あ
る
と
い
え
る
。
前
述
の
通
り
、
話
柄
の
同
府
あ
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。
鎌倉へ御上にて（マ、）、御沙汰には出され侯はぬぞ、シテ、運のつくるところは、西明寺殿さへ修行に御出候上
は候…（法政大学能楽研究所蔵下村徳左衛門父子節付本（奥書「以御本観世小次郎節付写之也／天正十七年六月日下村徳左
〔花押〕」）に濁点などを補う）
一
族
の
者
や
地
頭
な
ど
に
所
領
が
奪
わ
れ
る
の
は
こ
の
話
の
定
型
で
あ
る
が
、
傍
線
部
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
曲
は
時
頼
廻
国
説
話
が
あ
る
程
度
流
布
し
て
か
ら
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
鉢
木
〉
に
典
拠
と
な
っ
た
話
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
、
話
柄
の
同
じ
話
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
現
状
で
は
広
く
流
布
し
た
時
頼
廻
国
説
話
を
も
と
に
能
作
者
が
構
想
し
た
話
で
シ
テ
、
此
う
へ
は
な
の
っ
て
き
か
せ
申
く
し
、
是
こ
そ
佐
野
の
源
左
衛
門
尉
常
世
の
な
れ
の
は
て
に
て
候
、
ワ
キ
＼
な
に
そ
れ
は
何
と
て
か
や
う
に
散
々
の
て
い
に
は
御
成
候
ぞ
、
シ
テ
、
｜
ぞ
く
に
横
領
せ
ら
れ
て
、
か
や
う
に
ま
か
り
成
て
候
、
ワ
キ
、
更
は
な
ど
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－長刀と多武峰様具足能との関係を基点に－
ごそ詞る要こ
どの章表なの
４３能における長刀の ｢風流性」
「
鉢
木
、
し
て
ハ
、
ま
へ
、
上
下
、
後
ハ
か
つ
せ
う
・
大
口
・
袖
な
し
、
わ
き
ハ
そ
う
也
、
女
、
常
の
出
立
、
わ
き
、
そ
う
、
後
ハ
と
も
を
つ
れ
て
出
ル
、
大
口
・
水
衣
、
く
わ
ら
を
か
け
る
、
さ
い
ミ
や
う
し
殿
也
ま
ず
注
意
す
べ
き
は
長
刀
を
持
つ
と
い
う
記
述
が
な
い
点
で
あ
る
が
、
詞
章
で
繰
り
返
し
「
長
刀
」
が
出
て
き
て
い
る
以
上
、
当
然
長
刀
の
作
り
物
が
使
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
甲
冑
の
出
立
に
関
し
て
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
「
か
つ
せ
う
（
甲
冑
）
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
修
羅
能
で
も
「
後
は
か
つ
せ
う
の
て
ひ
」
（
実
盛
）
と
あ
る
の
で
、
当
然
実
際
の
兜
や
鎧
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
足
と
っ
て
な
げ
か
け
、
さ
び
た
り
と
も
長
刀
を
も
ち
、
や
せ
た
り
と
も
あ
の
馬
に
乗
、
一
番
に
は
せ
参
ち
や
く
た
う
に
つ
き
、
さ
て
合
戦
は
じ
ま
ら
ば
、
同
、
か
た
き
大
勢
と
て
も
、
ノ
ー
、
一
番
に
わ
っ
て
入
、
お
も
ふ
か
た
き
と
よ
り
あ
ひ
、
う
ち
あ
ひ
て
し
な
ん
此
身
の
此
ま
、
な
ら
ば
い
た
づ
ら
に
、
う
ゑ
に
つ
か
れ
て
し
な
ん
命
、
な
ん
ぼ
う
無
念
の
事
き
う
ぞ
、
このように、零落しながらも御家人としての気概を見せることが〈鉢木〉の愁嘆場としての頂点だといえる。ここで重
要
な
の
は
、
そ
の
中
で
常
世
（
シ
テ
）
が
持
つ
具
足
・
長
刀
・
馬
を
「
さ
び
て
い
る
け
れ
ど
…
」
と
「
た
と
え
さ
び
て
い
て
も
…
」
と
異
な
る
表
現
を
並
べ
て
強
調
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
さ
ら
に
終
曲
部
で
時
頼
が
集
っ
た
御
家
人
か
ら
常
世
を
認
識
す
る
時
に
も
同
様
の
（注３）
詞章が見室える。たんに武士としての信念を壺叩るだけであれば、幕府への忠誠などを表白するだけで十分なはずだが、
そ
の
気
概
を
語
る
文
脈
の
な
か
で
具
足
・
長
刀
・
馬
を
印
象
づ
け
て
い
る
の
は
、
こ
の
曲
に
と
っ
て
こ
れ
ら
が
重
要
な
意
味
が
あ
る
か
ら
て
い
る
。
ではこの具足・長刀が視覚的にどのように表現されていたか。『舞芸六輪』では〈鉢木〉の装束は次のように記され
か
や
う
に
お
ち
ぶ
れ
て
は
候
へ
共
、
御
覧
候
へ
、
是
に
ち
ぎ
れ
た
れ
ど
も
具
足
を
一
り
や
う
持
て
候
、
さ
び
た
れ
ど
も
長
刀
一
え
だ
、
や
せ
た
れ
共
あ
れ
に
馬
を
一
疋
つ
な
ひ
で
持
て
候
、
こ
れ
は
た
ぎ
今
に
て
も
候
へ
、
鎌
倉
に
大
事
あ
ら
ば
、
ち
ぎ
れ
た
り
共
、
此
具
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だ
ろ
う
。
し
か
し
現
在
の
演
出
で
は
、
宝
生
流
・
観
世
流
（
梅
若
家
）
の
「
黒
頭
」
、
金
剛
流
の
「
古
式
」
の
小
書
が
つ
く
と
黒
頭
・
鍬
形
必
で
表
わ
し
た
兜
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
小
書
演
出
が
い
つ
出
来
た
も
の
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
岩崎氏稿では『弘化勧進能絵巻」の図を例に挙げ、江戸時代の考案としている。確かに宝暦十年（一七六○）成立の
『
隣
忠
秘
抄
』
に
は
「
切
に
黒
頭
鍬
形
打
ち
着
す
る
事
あ
り
、
こ
れ
兜
の
心
持
な
り
。
」
と
あ
る
の
で
、
江
戸
後
期
に
は
確
実
に
成
立
し
て
シ
テ
、
直
面
。
乱
キ
髪
。
鉢
巻
。
鉢
巻
折
て
両
ノ
小
び
ん
に
角
ノ
ご
と
く
は
さ
む
。
そ
ば
つ
ぎ
。
火
口
。
長
刀
か
た
ぐ
る
。
む
ち
腰
にさす。刀さす。又、長刀右にかたげ、左にむちをもちもする。
「岡家江戸初期能型付』の書写時期には諸説あるが、寛永頃に本体が書写された可能性が高い。その型付で鉢巻を折
り
、
「
小
び
ん
（
こ
め
か
み
辺
り
）
」
に
指
し
、
兜
の
形
を
模
し
て
い
る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
黒
頭
・
鍬
形
と
い
う
兜
の
作
り
物
の
定
型
と
は
異
な
る
が
、
わ
ざ
わ
ざ
鉢
巻
で
兜
を
表
現
し
て
い
る
の
は
そ
れ
だ
け
こ
の
曲
に
お
い
て
甲
冑
姿
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
岩
崎
氏
稿
で
も
「
こ
の
曲
で
は
ワ
キ
最
明
寺
時
頼
が
「
ち
ぎ
れ
た
る
具
足
を
着
」
た
武
者
を
目
印
に
常
世
を
捜
さ
せ
る
の
で
、
具
足
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
終
曲
部
に
お
い
て
も
甲
冑
描
写
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
不
可
欠
な
の
で
管
見
に
入
っ
た
限
り
、
こ
の
演
出
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
『
隣
忠
秘
抄
」
よ
り
古
い
も
の
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
次
に
挙
げ
る
「岡家江戸初期能型付』（藤岡道子氏編『岡家江戸初期能型付』和泉書院、二○○七年）の記事は興味深い。
こ
の
よ
う
に
甲
冑
が
曲
の
構
想
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
構
想
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の
が
長
刀
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
零
落
し
た
常
世
の
姿
を
視
覚
的
に
表
現
す
る
た
め
に
は
、
太
刀
よ
り
も
長
刀
の
方
が
よ
り
効
果
的
だ
っ
た
と
い
え
る
し
、
実
際
に
舞
台
に
出
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
多
く
の
武
士
か
ら
常
世
を
見
つ
け
だ
す
と
い
う
設
定
か
ら
考
え
て
も
、
長
刀
の
ほ
う
が
よ
り
シ
テ
の
姿
を
際
だ
た
せ
る
ある。
い
た
こ
と
に
な
る
。
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長刀と多武峰様具足能との関係を基点に４５能における長刀の「風流性」
以上のように、〈鞍馬天狗〉〈鉢木〉両曲で「視覚的効果」が重要視されている理由を考えると、やはり多武峰様で演
じられた可能性を考えたくなる。〈鞍馬天狗〉の前場で桜の見ごろを告げる使者を「使は来たり馬に鞍、鞍馬の山の雲
珠桜」（一一一段［上ゲ歌］）と鞍馬に掛けて、わざわざ使者が馬に乗って来たことを示しているので、ここを実馬で演じた
とも考えられる。またく鉢木〉の後場でも次のような描写が見られる。
い
か
に
あ
れ
な
る
旅
人
、
鎌
倉
へ
ぜ
い
の
上
と
い
ふ
は
ま
こ
と
か
、
何
お
び
た
薮
し
く
上
る
う
、
さ
ぞ
あ
る
ら
ん
、
東
八
ヶ
国
の
大
る、馬もの、具やうち物の、その物にあらざるけしき、さぞわらふらん去なから、所存は誰にもをとるまじと、
心
ば
か
り
は
い
さ
め
ど
も
、
い
さ
め
か
ね
た
る
や
せ
馬
の
、
あ
ら
道
を
そ
や
常
世
の
出
立
は
傍
線
部
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
痩
せ
馬
で
の
出
陣
の
様
を
し
っ
か
り
描
い
て
お
り
、
実
際
に
馬
を
用
い
れ
ば
よ
り
効
果
的
な
場
面
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
常
世
の
描
写
で
は
な
い
が
、
波
線
部
の
よ
う
に
鎌
倉
へ
向
か
う
他
の
御
家
人
た
ち
の
華
や
か
な
出
立
が
詳
し
く
描
写
さ
れ
て
お
り
、
多
武
峰
様
で
演
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
面
白
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
だ
け
を
も
っ
て
、
両
曲
を
多
武
峰
様
具
足
能
と
結
び
つ
け
る
の
は
推
測
の
域
を
で
な
い
だ
ろ
う
。
当
然
現
在
漬
能
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
具
足
能
の
た
め
に
作
ら
れ
た
曲
も
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
室
町
後
期
に
多
武
峰
様
の
た
め
に
能
が
新
作
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
低
い
た
め
、
両
曲
の
成
立
が
古
い
と
確
認
で
き
な
い
以
上
、
こ
の
特
殊
演
出
の
た
め
に
作
ら
れ
た
と
推断するのは檮踏せざるをえない。
はずである。〈小林〉の長刀とは傾向が異なるが、やはり〈鉢木〉のそれも「視覚的効果」が意図され、用いられている
の
で
あ
る
。
い
か
に
あ
れ
な
る
旅
人
、
鎌
倉
へ
ぜ
い
の
上
と
い
ふ
は
ま
こ
と
笙
名
小
名
お
も
ひ
思
ひ
の
か
ま
く
ら
入
、
さ
ぞ
見
事
に
て
候
ら
ん
、
大刀かたな、
か
ひ
に
か
う
た
る
馬
に
乗
、
の
り
が
へ
中
間
き
ら
び
や
か
に
、
打
つ
れ
ノ
ー
の
ぼ
る
中
に
、
常
よ
が
常
に
か
は
り
た
‐
「
「
、
１
１
１
１
「
Ｉ
１
１
「
「
Ｉ
ｌ
「
ｌ
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
ｌ
「
し
ろ
カ
な
物
う
つ
た
る
糸
毛
の
具
足
に
、
き
ん
人
く
、
～
を
の
べ
た
る
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4６ 
多
武
峰
様
具
足
能
と
の
直
接
的
関
係
こ
そ
明
確
に
捉
え
ら
れ
な
い
が
、
両
曲
が
「
風
流
性
」
を
多
分
に
包
含
し
た
曲
で
あ
る
と
い
う
点
が重要である。〈鞍馬天狗〉は日本古典文学大系「謡曲集下』前付で「前ジテと前子方、後ジテと後子方と人物を二組
に
し
、
背
景
を
明
・
暗
、
内
容
を
暗
・
明
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
書
き
分
け
、
前
場
後
場
を
は
っ
き
り
対
照
的
に
扱
っ
て
い
る
の
は
、
例
が
少
ない」と指摘されているように、前場に花見の場面という華やかな要素を備えている。〈鉢木〉も曲の骨格は、零落し
た
武
士
の
気
概
の
表
現
と
い
う
陰
鯵
と
し
た
テ
ー
マ
で
あ
り
な
が
ら
、
前
掲
の
よ
う
に
鎌
倉
へ
向
か
う
武
士
の
姿
の
描
写
と
い
う
華
美
な
一
面
も
備
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
要
素
を
包
含
す
る
曲
に
、
本
来
必
要
が
な
い
は
ず
の
長
刀
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
偶
然
の
一
致
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
二
曲
が
「
風
流
性
」
を
強
く
意
識
ざ
れ
作
能
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
主
人
公
の
人
物
の
出
立
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
長
刀
と
い
う
武
具
が
選
択
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
以
来
、
数
千
に
及
ぶ
能
が
作
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
成
立
事
情
は
分
か
ら
な
い
。
世
阿
弥
伝
書
な
ど
第
一
級
の
（注４）
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
曲
以
外
は
、
い
つ
誰
の
手
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
室
町
期
の
演
出
資
料
は
決
し
て
多
く
は
な
い
の
で
、
大
半
の
曲
は
ど
の
よ
う
に
演
じ
ら
れ
て
い
た
か
が
判
然
と
し
な
い
。
そ
の
中
で
比
較
的
多
く
現
存
す
る
謡
本
に
残
さ
れ
て
い
る
詞
章
こ
そ
、
各
曲
の
成
立
事
情
を
探
る
手
掛
り
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
能
の
詞
章
は
本
説
と
な
っ
た
物
語
を
切
り
貼
り
し
て
作
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
能
作
者
が
観
客
や
演
能
の
場
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
な
ら
、
作
者
の
製
作
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
演
技
と
の
相
関
性
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。
特
に
多
武
峰
具
足
能
の
よ
う
な
特
殊
な
演
能
形
式
の
た
め
に
作
ら
れ
た
曲
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
そ
の
特
殊
性
が
詞
章
の
中
か
ら
看
取
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
甲
冑
・
馬
と
い
う
通
常
の
演
能
で
は
用
い
ら
れ
な
い
「
小
道
具
」
が
、
詞
章
の
な
か
で
強
調
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
恩
わ
れ
ま
と
め
ｌ
出
立
・
演
技
と
詞
章
と
の
相
関
性
Ｉ
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長刀と多武峰様具足能との関係を基点に４７能における長刀の「風流性」
た
だ
し
、
こ
の
推
測
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
能
の
詞
章
が
ど
れ
く
ら
い
演
出
を
反
映
さ
せ
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
〈海士〉の玉ノ段のような［段歌］の類や、〈熊坂〉の［中ノリ地］など、現在仕舞として演じられることもある部分は、
演
技
と
詞
章
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
能
と
い
う
芸
能
は
大
掛
か
り
な
舞
台
装
置
を
用
い
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
の
で
、
視
覚
的
に
表
現
で
き
な
い
所
作
や
叙
景
を
詞
章
で
補
お
う
と
す
る
箇
所
も
当
然
あ
る
。
天
狗
や
鬼
と
い
っ
た
異
類
が
登
場
す
る
曲
で
は
、
立
体
的
に
表
現
で
き
な
い
描
写
を
詞
章
で
お
こ
な
う
こ
と
は
多
々
あ
る
し
、
〈
八
島
〉
の
壇
ノ
浦
合
戦
の
描
写
の
よ
う
に
壮
大
な
叙
景
は
詞
章
が
担
う
。
視
覚
的
に
表
現
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
詞
章
で
補
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
な
の
で
、
前
節
ま
で
考
察
し
た
馬
や
甲
冑
描
写
も
同
様
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そこで注目すべきが、その詞章の必要性、もしくはそれを用いることの必然性である。〈鞍馬天狗×鉢木〉は、前述
の通りシテなどの扮装が必要以上に強調され、特に〈鉢木〉の場合はその描写が不可欠なものであったので、具足能の
（注５）
た
め
に
作
ら
れ
た
可
能
性
も
十
分
あ
る
。
た
だ
し
、
多
武
峰
様
の
も
う
一
つ
の
特
色
で
あ
る
「
馬
」
の
描
写
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
よ
う
に
即
断
で
き
な
い
。
両
曲
が
い
わ
ゆ
る
現
在
能
形
式
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
話
の
展
開
上
、
馬
の
描
写
が
あ
る
こ
と
に
は
違
和
感
がないためである。それに対して〈小林〉のシテは、「幽霊」であるという点が重要であろう。長刀を持つ騎乗の小林
の
霊
を
描
出
し
て
い
る
が
、
本
来
長
刀
と
小
林
上
野
守
と
は
な
ん
ら
相
関
性
が
な
く
、
武
将
の
霊
が
登
場
す
る
の
で
あ
れ
ば
騎
乗
の
姿
と
し
て
描
く
必
然
性
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
〈
小
林
〉
の
シ
テ
を
「
鬼
」
と
考
え
た
と
し
て
も
、
詞
章
の
中
だ
け
で
こ
の
よ
う
に
描
写
す
る
こ
と
に
意
味
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ら
ば
、
実
際
に
実
馬
実
甲
冑
で
演
じ
ら
れ
て
、
そ
の
演
出
が
詞
章
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
出
立
の
描
写
の
必
然
性
を
問
い
直
す
こ
と
で
、
作
品
の
作
意
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
０ 
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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以
上
の
詞
章
の
必
然
性
、
ま
た
は
出
立
の
必
要
性
と
い
う
視
点
か
ら
長
刀
に
つ
い
て
考
え
直
し
て
み
る
と
、
「
風
流
性
」
と
い
う
意
義
組
が見えてくる。ここで言う「風流性」とは〈船弁慶ｘ熊坂〉のような派手な演技から生じるものではない。演技とは一
体ではなく、シテの姿そのものを際立せることによって生じる「風流性」であり、一種の仮装であった多武峰様具足
能の系譜に連なる表現である。〈鉢木〉〈鞍馬天狗〉といった作品は多武峰様で演じられなかったにしろ、その「風流
性
」
を
必
要
と
す
る
演
能
空
間
が
意
図
さ
れ
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
長
刀
は
そ
れ
を
持
つ
人
物
の
キャラクターと結びつく小道具であったというよりは、その曲の演能形態・演能空間と密接な関係のある装置であっ
た
と
解
釈
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
能
に
お
け
る
長
刀
の
変
遷
を
総
括
す
る
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
作
品
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
来
長
刀
は
派
手
な
所
作
を
見
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
登
場
人
物
の
出
立
を
際
立
た
せ
る
と
い
っ
た
「
風
流
性
」
を
支
え
る
た
め
に利用されていたと推測され、さらに言えば、本来多武峰様の演出と密接な関係のある小道具だった可能性も十分あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（注）
１
「
切
合
能
」
は
働
事
の
有
無
に
関
係
な
く
武
士
と
武
士
の
合
戦
を
描
い
た
曲
の
総
称
と
し
て
用
い
る
。
伊
海
稿
「
観
世
信
光
の
切
合
能
」
（「法政大学大学院紀要』五一号、二○○一一一年十月）、「江戸初期における切合能の様相」（「法政大学大学院紀要』五一一一号、
二○○四年十月）、「徳川綱吉・家宣時代の切合能ｌ〔斬り組ミ〕の確立をめぐってｌ」（「楽劇学』一一一号、一一○○五年年一一一
２〈船弁慶〉〈碇潜〉のシテとなっている平知盛は、「平家物語」の壇ノ浦合戦では長刀をもち戦う場面はない。この知盛像
は
む
し
ろ
平
教
経
に
近
い
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
ま
た
巴
も
『
平
家
物
語
』
な
ど
で
は
大
力
を
発
揮
す
る
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
長
刀
と
は
関
係
が
薄
い
。
こ
の
二
つ
の
問
題
も
、
別
稿
に
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
月）参照。
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４９能における長刀の「風流性」－長刀と多武峰様具足能との関係を基点に
３
こ
の
部
分
の
詞
章
の
「
具
足
」
が
野
坂
家
蔵
金
春
七
郎
本
八
郎
本
転
写
三
番
綴
本
（
通
称
「
厳
島
本
」
）
で
は
「
物
の
具
」
、
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
吉
川
家
旧
蔵
車
屋
謡
本
で
は
「
腹
巻
」
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
諸
本
に
よ
り
差
異
は
あ
る
が
、
こ
の
一
連
の
文
句
が
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
点
は
同
一
で
あ
る
。
な
お
宝
生
流
で
は
、
最
初
の
大
夫
公
認
の
謡
本
・
寛
政
版
以
来
、
「
か
様
に
落
ふ
れ
た
れ
て
は
候
へ
共
、
今
に
て
も
あ
れ
鎌
倉
に
御
大
事
出
く
る
な
ら
ば
、
ち
き
れ
た
り
と
も
此
具
足
取
て
投
か
け
、
さ
ひ
た
り
共
長
刀
を
持
、
痩
た
り
共
あ
の
馬
に
乗
…
」
と
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
重
複
感
が
強
い
詞
章
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
４
能
の
成
立
背
景
を
探
る
研
究
と
し
て
は
、
為
政
者
と
御
用
能
作
者
と
の
関
係
を
探
っ
た
天
野
文
雄
氏
の
研
究
が
あ
る
（
「
世
阿
弥
が
い
た
場
・
天
文
五
年
二
月
十
一
日
春
日
社
頭
薪
猿
楽
、
大
蔵
大
夫
演
能
・
天
文
十
年
十
一
月
二
十
八
日
春
日
若
宮
祭
後
日
能
（
大
蔵
が
演
能
）
・
天
文
十
二
年
一
一
月
二
十
四
日
石
山
本
願
寺
に
て
観
世
大
夫
演
能
・天文十四年三月十一日相国寺石橋八幡にて観世大夫勧進能第一一一日目
・
天
文
十
八
年
二
月
十
二
日
春
日
社
頭
薪
能
観
世
漬
能
・
元
亀
三
年
八
月
十
六
日
遠
州
浜
松
徳
川
氏
に
て
観
世
十
郎
大
夫
こ
の
二
曲
が
大
和
猿
楽
に
縁
の
あ
る
曲
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
多
武
峰
様
具
足
能
で
演
じ
ら
れ
た
可
能
性
も
十
分
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
今
回
は
そ
う
断
言
す
る
に
は
材
料
不
足
の
た
め
、
改
め
て
考
え
直
し
て
み
た
い
。
５〈鞍馬天狗〉の現存最古の演能記録は「親元日記』寛正六年一一一月九日条にみえる将軍院参の際の観世座演能で、音阿弥が
後
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
そ
の
後
の
演
能
記
録
は
意
外
と
多
く
残
っ
て
い
る
が
観
世
座
な
ど
大
和
猿
楽
の
も
の
が
多
く
、
そ
の
系
統
に
縁
の
あ
る曲であった可能性もある。〈鉢木〉は、以下に掲出したように演者不明の永禄九年六月松尾神社御田植猿楽以外は、すべ
所乞。
て
大
和
猿
楽
の
演
能
で
あ
る
。
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